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令和6年10月25日（金）から令和6年11月25日（月）まで

ホームページ 6名 ・団体

ファックス 3名 ・団体

合計 9名 ・団体

件数 該当No．

1 0件

2 5件 No.1～5

3 1件 No.6

4 6件 No.7～12

5 39件 No.13～51

6 1件 No.52

7 1件 No.53

8 2件 No.54～55

55件

② 意見の方針への反映等

A 4件

B 23件

C 0件

D 6件

E 22件

F 0件

G 0件

55件

（２） 意見提出者及び提出方法

１　パブリック・コメント等の実施結果（概要）

１　パブリック・コメント

（１） 実施期間

第５章　推進体制

意見提出者　9名・団体

（３） 意見数及び意見の方針への反映等

① 意見数

意見項目の内訳

方針全般に関する意見

第１章　方針の考え方・基本理念

第２章　方針策定の背景

第３章　課題と対応

第４章　施策の展開

合計

意見の趣旨を方針に反映する

意見の趣旨は、素案の方向性と同じ

意見の趣旨に沿って取組を推進する

今後の取組の参考とする

意見として伺う

質問に回答する

その他

合計

その他

参考資料
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10月31日（木）　新宿コズミックスポーツセンター

件数 該当No．

1 2件 No.1～2

2 0件

3 0件

4 0件

5 1件 No.3

6 0件

7 0件

8 0件

3件

② 意見の方針への反映等

A 0件

B 0件

C 0件

D 0件

E 3件

F 0件

G 0件

3件

（１） 開催日及び会場

２　地域説明会

① 意見数

第３章　課題と対応

第４章　施策の展開

第５章　推進体制

意見項目の内訳

方針全般に関する意見

第１章　方針の考え方・基本理念

第２章　方針策定の背景

その他

合計

意見の趣旨を方針に反映する

意見の趣旨は、素案の方向性と同じ

意見の趣旨に沿って取組を推進する

今後の取組の参考とする

意見として伺う

質問に回答する

（３） 意見数及び意見の方針への反映等

参考資料

その他

6名・団体

（２） 参加者数

合計
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２ 新宿区スポーツ環境整備方針（素案）に対する 

パブリック・コメントにおける意見要旨と区の考え方 

新宿区スポーツ環境整備方針（素案）に対するパブリック・コメントでいただいた意見要

旨及び区の考え方をまとめています。 

《記載内容は、以下の項目を設け説明内容のとおり整理しています。》 

項  目 説   明 

【素案頁】 
ご意見の内容が該当する素案のページを示しています。 

また、括弧内に方針書のページを示しています。 

【章番号】 ご意見の内容が該当する素案の章番号を示しています。 

【意見要旨】 
基本的には、原文を記載していますが、誤字脱字の修正及び文章の

要約を行っています。 

【区の考え方】 

いただいたご意見について、区の考え方を示しています。 

なお、方針への反映等については、A～G で示しています。A～G の

分類については、パブリック・コメント実施結果概要（P.1）をご確認く

ださい。） 
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№
素
案
頁

章
番
号

意見要旨
対
応

区の考え方

1
2

(2)

第
1
章

　「⑴ スポーツ環境整備の必要性と目的」に以下の文
章を入れる。
　「スポーツ基本法は『スポーツを通じて幸福で豊か
な生活を営むことは、全ての人々の権利』と明記して
います。誰もがスポーツに親しめる社会のために区の
責務として推進します。」 B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　「第1章 方針の考え方・基本理念」の「⑷ 基本理念
とスローガン」に「スポーツ基本法では、スポーツ通
じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権
利である」と記載しています。
　また、本方針は、スポーツ基本法第4条で定める自治
体の責務の趣旨に鑑み、誰もが生涯を通じて多様なス
ポーツに親しめる環境を整備するため、区のスポーツ
推進に対する基本的な考え方をまとめたものです。

2
2

(2)

第
1
章

　「⑴ スポーツ環境整備の必要性と目的」に「経済的
理由でスポーツに親しむ機会が損なわれることのない
よう、区として環境を整備する必要があります。」と
いうことを明記する。

E

　ご意見として伺います。
　本方針への記載は考えておりませんが、区内の障害
者・団体が、区立スポーツ施設を利用する際は利用料
金を免除しており、子どもが在籍する団体について
は、利用料金を減額しています。加えて、無料で参
加・体験できる様々なスポーツイベントを提供するな
ど、誰もがスポーツに親しめる環境を創出していま
す。

3
3

(3)

第
1
章

 　「⑵ 本方針におけるスポーツの定義」に「散歩」
も含まれている。確かに身体活動全般に含むものかも
しれないが個人的には違和感を覚える。ＪＯＣの指針
によるものと認識しているが、その関係で以前よりス
ポーツ実施率が高くなっていると思われる。

E

　ご意見として伺います。
スポーツ基本法において、スポーツは「心身の健全

な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の
獲得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は
集団で行われる運動競技その他の身体活動」と広く捉
えられています。本方針についても、「スポーツ」を
より身近なものとして、これまでスポーツに関心がな
かった方も含めて、気軽にスポーツを楽しめる環境づ
くりを目指していることから、気晴らしや健康づくり
のためのウォーキングや散歩についても「スポーツ」
に含むものとしています。
　なお、従前から実施している「区政モニターアン
ケート」の「スポーツ・生涯学習等の実施状況調査」
においても、「ハイキング・ウォーキング、体操等」
の軽度な身体活動をスポーツに含めています。

4
3

(3)

第
1
章

　「⑵ 本方針におけるスポーツの定義」の17行目に
「本方針では、上述のように、スポーツを広義でとら
え、スポーツの裾野を広げることを目指すとともに、
スポーツ推進を、地域コミュニティの創出・活性化の
ための重要な施策の一つととらえ、個々人の身体活動
の推進にとどまらず、地域の総合力を結集した「ス
ポーツコミュニティ」の醸成を目指しています。」と
あるが、これは「スポーツの定義」とは少し異なる。
「⑴ スポーツ環境整備の必要性と目的」の中にも記載
があり、記載が無くてもよい。

A

　ご意見を踏まえて、方針素案から削除します。
　「⑴ スポーツ環境整備の必要性と目的」や「⑷ 基
本理念とスローガン」の内容と重複しているため、削
除します（方針P3）。

5
5

(5)

第
1
章

　「⑸ 環境整備の基本的な視点」の「連携・協働」に
「また、スポーツは、一人で行うだけではなく、団体
で行う、観戦する、スポーツ活動を支える」部分が
「一人で行うだけではなく」と「団体で行う」が並列
している。
　「また、スポーツは一人で行うだけではなく団体で
行う（する）、観戦する（みる）、スポーツ活動を支
える（ささえる）」の様な表記に変更してはどうか。

A

　ご意見を踏まえて、方針素案を修正します。
　国のスポーツ基本計画のキーワードである「する」
「みる」「ささえる」を加えて、より分かりやすい記
載とします（方針P5）。
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№
素
案
頁

章
番
号

意見要旨
対
応

区の考え方

6
10

(10)

第
2
章

　「⑴ 社会的背景」の「子どもたちとスポーツ」に
「外遊びの機会の減少」と冒頭にあるが、現在、公園
（児童公園含む）や広場において、ボールやラケット
（器具等）を使用することが出来ず、子供達の遊ぶ機
会と、遊ぶ創造性を奪っているのは我々大人や管理者
である。
　「他の人が迷惑だから」「他の大人が危ないと感じ
るから」「近所の人が迷惑を受けるから」等、大人の
都合で子供達から遊びの場を奪っていると思う。是非
以前の公園の様に子供達が笑顔で、声をあげて遊べる
公園に戻していきたいと考える。子供達が大人の目を
気にせず遊べる場所を作ってほしい。それこそが、子
供達がスポーツに触れる機会を増やすことになる。

E

　ご意見として伺います。
　区立公園は、住宅地に隣接した小規模の公園が多
く、公園内での球技は他の公園利用者にとって危険で
あり、利用者の安全確保や事故の未然防止の観点から
原則禁止しています。
　このため、区内にキャッチボールやバスケットボー
ル、フットサルなどの球技が行える施設を23公園に整
備しています。

7
18

(18)

第
3
章

　「⑵ 課題と対応」の「スポーツの関心や実施状況か
らみえた課題」に「スポーツ観戦を通じたスポーツへ
の関心喚起が必要」とある。
　昨今、東京・パリオリンピックや世界大会での日本
勢の活躍が著しく、また、大谷選手の活躍などによ
り、メディアでも盛んにスポーツが取り上げられてい
る関係で、スポーツに対する気運が上昇している。多
くの区民がスポーツを見る、特に観戦してもらうこと
はスポーツへの関心が深まる。
　新宿区でも国立競技場・コズミックセンター・ス
ポーツセンター等で大きなスポーツイベントや大会を
企画し、多くの区民の方に観てもらうことを切望す
る。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツ観戦は、人々に感動や一体感を与えるとと

もに、応援しているチームや選手の活躍をみること
で、満足感や充足感を得られます。また、観戦をきっ
かけに実際にスポーツを行ったり、支える活動を始め
たりすることが期待されます。
　このことから、「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツ
を楽しむ機会の創出」の「⑷ スポーツの魅力を知る機
会の創出」に「③ スポーツをみる機会の充実」と位置
づけ、「みるスポーツ」の取組を推進していきます。
　なお、国立競技場では「新宿シティハーフマラソ
ン・区民健康マラソン」を開催しています。また、区
内スポーツ施設においてもスポーツ大会を開催すると
ともに、トップアスリートの競技を間近でみる機会を
提供しています。

8
20

(20)

第
3
章

　「⑵ 課題と対応」の「障害者のスポーツ環境からみ
えた課題」に「パラスポーツへの関心喚起、普及・啓
発が必要」とある。
　パラスポーツへの関心は、新宿区だけでなく東京都
全体としても低いと考える。パラスポーツは他人事で
なく、我々自身も実際に行うかもしれない競技だと考
え、是非多くの方に関心を持っていただきたい。その
ためには、健常者のスポーツとパラスポーツが一体に
なり、同時に進めることも必要である。
　国民スポーツ大会・都民スポーツ大会等も「別の大
会」として異なる日程で、別の組織にて運営されてい
る。同時運営は難しいかもしれないが、これでは関心
を喚起することは難しい。
　区民総合体育大会に組み入れる等を検討していただ
けると関心喚起が出来ると思う。
　また、コズミックセンターでは多くのパラスポーツ
を実施してほしい。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　区では、様々なパラスポーツ体験機会の提供等を通
して、パラスポーツの魅力発信、普及啓発に取り組ん
でいます。
　その取組の一つとして、「いつでも、だれでも、ど
こでも」気軽に参加できるスポーツ・レクリエーショ
ン大会としてコミュニティスポーツ大会を開催してお
り、その中でパラスポーツ種目の「ボッチャ」を令和
元年度から正式種目として採用しています。
　また、コズミックスポーツセンターでは、障害者ス
ポーツ支援事業として、インクルーシブスポーツデー
「Let’s!★くるすぽ」で卓球・ボッチャを実施してい
ます。また、プールでは「障がい者スポーツデー」
や、指導員を配置し水の効用を楽しむ「ハンディ
キャップスイムデー」を行っています。

9
22

(22)

第
3
章

　「⑵ 課題と対応」の「スポーツを支える活動からみ
えた課題」に「スポーツを支える活動への関心喚起・
担い手づくりが必要」とある。
　一言で「担い手の発掘と育成」と言われるが、我々
スポーツ団体にとって、現在担い手（役員）の発掘・
確保が非常に困難な状況にある。どうすれば手伝って
くれるのかが我々にも難題。特に若い世代の方は、大
会には参加するが運営側になかなかなってくれないの
が現状である。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツを支える活動を行っている人は限られてお

り、関心も低い状況にあることから、スポーツを支え
る活動の担い手づくりは課題であると認識していま
す。
　様々なスポーツイベントや教室等の機会を捉え、支
える活動への関心喚起に取り組むとともに、他自治体
による取組も参考にしながら、担い手の発掘と育成に
取り組んでいきます。
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№
素
案
頁

章
番
号

意見要旨
対
応

区の考え方

10
22

(22)

第
3
章

　「⑵ 課題と対応」の「スポーツを支える活動からみ
えた課題」に「スポーツ団体の育成・支援や団体間の
交流・連携が必要」とある。
スポーツ団体の育成・支援ですが、スポーツ団体へ

の直接の運営資金支援は頂いていない。
　各競技団体（加盟団体）は会場確保や区民総合体育
大会で支援を受けているが、協会運営資金はほとんど
ない。今後は、関係団体にも直接運営資金の支援をお
願いする。
スポーツ協会・スポーツ推進委員協議会・レクリ

エーション協会の関係強化と連携は重要である。行
政・施設管理団体・スポーツ関係団体の関係強化と連
携も重要である。

E

　ご意見として伺います。
　区では、区スポーツ協会に対する運営資金の援助は
考えておりませんが、区スポーツ協会が引き続き地域
におけるスポーツ振興の中心的存在として、区民がス
ポーツに親しむ場や機会の提供、各種目の指導者育成
等に取り組んでいただけるように、施設の優先貸し出
しや利用料金の減額、広報周知活動などの支援を行っ
ていきます。
　なお、各団体や行政との関係強化と連携について
は、引き続きスポーツ環境会議の中で、定期的な現状
報告や意見交換を行うとともに、団体間の連携・協働
を支援していきます。

11
24

(24)

第
3
章

　「⑵ 課題と対応」の「施設・ハード面からみえた課
題」に「気軽にスポーツを楽しめる都市環境の整備が
必要」とある。
　この項目では、「散歩」もスポーツのジャンルに入
れている。散歩をしている人は「スポーツをしてい
る」と考えるだろうか。アンケートにて「ウォーキン
グ・散歩」とあるからスポーツに入れた結果、実施率
が高くなっていると思われる。
　小学5年生・中学2年生では、運動やスポーツを「広
場や公園」で行うと回答した方が31.8％いるが、実際
に広場や公園で何を行っているのか。（ウォーキン
グ・散歩？eスポーツ？）
　現状では、ボールや器具を利用したスポーツや遊び
をすることは出来ない。特に児童公園では声を上げて
楽しむことも問題として取り上げられる。ボールを投
げ・蹴り、走り回り、飛び回ることさえも規制されて
いると思われる。対策・改善が必要である。

E

　ご意見として伺います。
スポーツ基本法において、スポーツは「心身の健全

な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の
獲得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は
集団で行われる運動競技その他の身体活動」と広く捉
えられています。本方針についても、「スポーツ」を
より身近なものとし、これまでスポーツに関心がな
かった方も含めて、気軽にスポーツを楽しめる環境づ
くりを目指していることから、気晴らしや健康づくり
のためのウォーキングや散歩についても「スポーツ」
に含むものとしています。
　区立公園は、地域の方々の屋外におけるスポーツの
ほか、休息や鑑賞、遊戯、その他レクリエーションな
ど様々に利用されています。このため園内には、休憩
施設や遊具、健康遊具、砂場など施設整備していると
ころです。球技についても、他の公園利用者の危険と
ならないよう、キャッチボールやバスケットボール、
フットサルなどの球技が行える施設を23公園に整備し
ています。

12
25

(25)

第
3
章

　「運動やスポーツの実施場所」の「公共のスポーツ
施設」の利用率が低いと考える。
　平日の利用は仕事や学校で難しい。土曜・日曜は教
室や大会で使用されていて利用が出来ない。なかな
か、友達と突然行って気軽に利用が出来ないのが現状
だと考える。施設が不足しているのか。有効利用をし
ていないのか。

E

　ご意見として伺います。
　個人のスポーツ活動の場として、屋内スポーツ施設
では新宿スポーツセンターを開放しており、土日につ
いては、大小体育室や武道場等のフロアで貸切利用や
教室事業等で活用していますが、それ以外の時間（区
分）は種目を限定して個人開放としています。加え
て、プールやトレーニング室は常時、個人開放とし
て、気軽に利用できます。
　また、新宿コズミックスポーツセンターのプール、
武道場等でも貸切利用がない時間（区分）について
は、個人開放を行っています。
　屋外スポーツ施設では、妙正寺川公園運動広場で第
2、4土曜日を個人に開放しています。
　今後も、誰もがスポーツに親しめるスポーツ環境の
整備に取り組んでいきます。

13
33

(33)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑴  子どもがスポーツを楽しめる場や機会
の創出」の「① スポーツに親しむきっかけの充実」
　子供同士や子供と保護者がともに体を動かす事は非
常に良いことだと考えている。特に、保護者は出来る
だけ子供と一緒に活動して欲しい。
　ただ、子供がスポーツを楽しめる場所が行政や地域
スポーツ・文化協議会が運営するスポーツ事業に頼っ
ている所が多くあると思う。親子で、何時でも簡単に
利用出来る施設の拡充が求められている。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　子どもの頃に運動やスポーツに親しむ機会のあった
人は、成人以降にも引き継がれるといわれており、子
ども同士や親子でスポーツを楽しめる場や機会の提供
が重要であると考えます。
　引き続き、子どもを対象とした教室や親子参加型の
プログラムなどのスポーツを楽しみ、継続できる場や
機会の充実を図っていきます。

6
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14
33

(33)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑴  子どもがスポーツを楽しめる場や機会
の創出」の「③ 子どものスポーツを支える環境の充
実」
　特に子供の指導・育成に関しては、単なるスポーツ
を熟知しているだけでは指導を行うことは難しく、子
供の心理や身体・成長に関する知識も知り得なければ
行うことは出来ない。
　我々スポーツ団体もこれからはジュニア指導への見
聞を広め、子供達の成長に合わせた指導が出来るよう
にならなければならない。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　新宿未来創造財団では、地域コミュニティ活動や生
涯学習活動の支援に関わっている方を対象に「新宿力
パワーアップ講座」を実施しています。これまで栄養
学やコーチング指導など子どもの指導・育成に役立つ
テーマを取り扱いました。
今後も、子どものスポーツ環境を支える指導者の育

成に取り組んでいきます。

15
34

(34)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑵ 成人がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」の「② 生涯を通してスポーツを楽しむことができ
る機会の充実」
　多様性に富み、だれでもフリーで出場できるスポー
ツ大会やイベントを開催しなければならないと考え
る。我々スポーツ関係団体が連携して開催をしていか
なければならない。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　「基本施策1 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑵ 成人がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」「② 生涯を通してスポーツを楽しむことができる
機会の充実」に記載のとおり、日頃からスポーツに取
り組んでいる区民が、生涯を通してスポーツを楽しむ
ことができるよう、様々な目的やレベル等に応じた多
様なスポーツイベントや大会、プログラムの開催等に
取り組んでいきます。

16
35

(35)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑶ 高齢者がスポーツを楽しめる場や機会の
創出」の「② 高齢者のスポーツを支える環境の充実」
に「高齢者のスポーツ施設利用料を減額または免除す
る」を加える。

E

　ご意見として伺います。
　新宿コズミックスポーツセンターでは、「プールポ
イントラリー」を実施しており、65歳以上の方は、一
般の方に比べ無料でプールを利用できる頻度を増やし
ています。
　現時点では、高齢者の施設利用料金を減額又は免除
する考えはありませんが、高齢者がスポーツ施設を今
まで以上に利用しやすくなるよう検討していきます。

17
36

(36)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑷ スポーツの魅力を知る機会の創出」の
「③ スポーツをみる機会の充実」
スタジアムや体育館にて直接観戦することは非常に

良いことだと考える。
　そのためには国立競技場やコズミックセンター、出
来れば東京体育館などのイベント開催を周知し、無料
又は格安にて観戦が可能になると多くの方が参加でき
ると思う。特に子供達へは学校単位で招待することで
高い効果が得られると考える。

E

　ご意見として伺います。
スポーツ観戦は、人々に感動や一体感を与えるとと

もに、応援しているチームや選手の活躍をみること
で、満足感や充足感を得られます。また、観戦をきっ
かけに実際にスポーツを行ったり、支える活動を始め
たりすることが期待されます。
　このことから、「⑷ スポーツの魅力を知る機会の創
出」に「③ スポーツをみる機会の充実」と位置づけ、
「みるスポーツ」の取組を推進していきます。
　なお、新宿未来創造財団では、試合観戦事業として
野球・サッカーの観戦・優待を行い、プロスポーツの
観戦機会を提供しており、周知チラシ等は小学校に配
布しているものもあります。

18
36

(36)

第
4
章

　年齢77歳としては、「eスポーツ」をスポーツのくく
りに含める」のだけは同意できない（スポーツは身体
を動かし、心肺機能を高めるものと考える）が、その
他全般は充分に検討された良いプランだと思う。

E

　ご意見として伺います。
　本方針では、「スポーツ」を広義で捉え、「スポー
ツ」をより身近なものとし、これまでスポーツに関心
がなかった方も含めて、気軽にスポーツを楽しめる環
境づくりを目指しています。
　「eスポーツ」は、障害の有無や、性別・年齢を問わ
ず楽しむことができ、スポーツ推進にも効用があると
考えられます。障害者や高齢者の健康増進、多世代・
多文化交流に向けて、「eスポーツ（身体活動を伴うも
の）」などのデジタル技術を活用したスポーツについ
ても研究・検討していきます。

7
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19
37

(37)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑸ スポーツに関する情報の充実」の「①
情報提供の工夫・充実」
　Oh！レガスやHPにて情報発信をしているが、なかな
か全体に行き渡っていないと思われる。何故なら我々
が情報を獲得に行かなければ得られないためである。
　教育委員会を通じて学校に掲示、子供達に配布。区
施設にて掲示・配布（現在実施中）、今後は、我々ス
ポーツ関係団体からも情報を発信・周知していく必要
があると考える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツに関するイベントや教室の情報発信につい

ては、広報新宿やＯh！レガス新宿ニュース、ホーム
ページ等を活用するだけでなく、一部のイベントにつ
いては、周知チラシの学校配布も行っています。
　また、地域で活動する様々な団体等が発信している
スポーツ関連情報についても、効果的に行き届くよう
発信方法を工夫していきます。

20
37

(37)

第
4
章

　「基本施策１ 誰もが気軽にスポーツを楽しむ機会の
創出」の「⑸ スポーツに関する情報の充実」の「③
スポーツ観戦やスポーツ活動を支える情報の発信」
イベントや観戦に関する情報を発信すると同時に、

「お手伝いをしてくれる方（当日のみで可能）を募集
しています。」等も同時配信すると、興味を持った方
が少しでもボランティアとして増えるかもしれない。
　ボランティアを介してスポーツが実施出来たり、資
格取得が出来ると思ってくれれば、より興味を引くこ
とが出来るかもしれない。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　新宿未来創造財団では、ボランティアの登録制度で
ある「レガス新宿サポーター」を運用しており、区や
新宿未来創造財団が実施するイベントでは、登録者に
対して参加を呼びかけています。
　今後は、より多くの区民が、ボランティアとして多
様なスポーツイベントに携われるような仕組みを研
究、検討してまいります。

21
39

(40)

第
4
章

　障がい者スポーツは自分から遠く離れたスポーツで
はなく、近い将来自分自身が行うスポーツかもしれな
いことを、我々はもっと認識し取り組まなければなら
ないと思う。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　パラスポーツは、障害の有無や年齢、性別にかかわ
らず、誰もが参加できるよう、実施する人に合わせて
用具やルールの工夫がされているという特性がありま
す。パラスポーツの推進はスポーツ全体への貢献につ
ながることも期待されます。
　区民の誰もがスポーツを楽しむことができるよう、
パラスポーツを通じた交流機会の充実と、パラスポー
ツの魅力発信、普及啓発に取り組んでいきます。

22
39

(40)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑴ 障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」
　「障害者」の記載については様々な論議があるが、
個人的には人に対しては「障がい者」と「ひらがな」
表記で、「害をなす人」の意味合いを持たせず、障害
そのものに対しては「障害」と漢字表記で区別してい
ただきたい。

E

　ご意見として伺います。
スポーツ基本法及び国・都のスポーツ基本計画にお

いて、「障害者」と表記していることから、本方針に
おいても同様の記載としています。
　なお、個別の事業やイベントでは、目的や内容に
よって名称を工夫しています。

23
40

(41)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑴ 障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」の「① スポーツに親しむきっかけの充実」
　障がい者スポーツがもっと広く実施し、健常者がパ
ラスポーツに携わる事、子供達がパラスポーツにより
多く触れる事を切望している。
　現在新宿区でも「ボッチャ」や「ゴールボール」の
紹介と普及に取り組んでいるが、まだまだ関心度は低
いと思う。
　今後は多種のパラスポーツの実施を試み、一人でも
多くの方に親しむきっかけとなることを願っている。
　区障害者団体連合会とも連携し、広くイベントや大
会を区内にて実施が出来ればと思う。車椅子バスケッ
トやウィルチェアラグビー等は見ているだけでも興味
を引くと思う。
　多くの区民（障害を持つ方を含む）の方が「見
る」・「知る」ことから始まると良い。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　ボッチャやゴールボールに限らず、パラスポーツや
ニュースポーツなどの体験機会の充実を図るととも
に、イベント等の開催に際しては、パラスポーツ団体
や障害者団体と連携・協働して実施します。

8
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24
40

(41)

第
4
章

　障害を持つ子どもや大人が参加できるスポーツ施設
やイベントを増やしていただきたい。これは、障害の
有無に関係なく、すべての人が健康でアクティブなラ
イフスタイルを送るために必要である。
特に、知的障害児者が参加できるような機会が少な

いと感じている。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツ施設については、障害のある方がスポーツ

を楽しめる場や機会の創出のため、区立スポーツ施設
の区民の利用料金を免除するとともに、「障がい者ス
ポーツデー（プール）」や、指導員を配置し水の効用
を楽しむ「ハンディキャップスイムデー」、ボッチャ
などを行っています。あわせて、スポーツ施設のバリ
アフリーやユニバーサルデザイン化を進めてきまし
た。
　障害のある方が参加できるイベントについては、パ
ラスポーツ体験会に加え、令和6年度からは、障害者向
け運動教室を実施しています。
　また、「新宿青年教室」事業では、知的障害のある
15歳以上の方を対象に、月2回程度、生涯学習活動に参
加できる機会を提供しています。この中で、スポーツ
活動をメインに活動することを希望する参加者は「ス
ポーツ班」に属し、バスケットボール、ボッチャ、
キックベース等の種目を行っています。
今後も障害者がスポーツに親しめる環境づくりに取

り組んでいます。

25
40

(41)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑴ 障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」の「② 障害者のスポーツを支える環境の整備」に
　「障害者スポーツ大会の区民参加要件をなくし、区
有施設を無料にして広く交流を図れるようにしま
す。」を加える。

E

　ご意見として伺います。
　障害者スポーツ大会の区民参加要件をなくすことは
考えていませんが、区内の障害者団体が、区立スポー
ツ施設で実施するスポーツ大会等については、施設利
用料金を免除し、交流を図れるよう環境を整備してい
ます。

26
40

(41)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑴ 障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創
出」の「② 障害者のスポーツを支える環境の整備」に
　「区のスポーツ施設利用料を障害者は無料にしてい
る制度に加えて、区の施設で行うスポーツの講座等に
ついても障害者を無料にします。」を加える。 E

　ご意見として伺います。
　区立スポーツ施設で行う一般のスポーツの講座等に
ついて、障害者を無料にすることは予定していません
が、障害者を対象とした運動教室やパラスポーツ体験
会は無料で参加ができます。
　また、令和6年度からは、新たに体操やダンスなどの
運動プログラムを定期的に実施しています。

27
41

(42)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の　「⑵ パラスポーツの振興と理解促進」の「①
パラスポーツを通じた交流機会の充実」と「② パラス
ポーツの魅力発信、普及啓発」
　個人的にはパラスポーツは子供達には是非見てもら
いたい競技である。ハンディがある方がそれを克服し
輝いている姿を是非見て欲しい。障がい者と健常者は
共に同じ社会で暮らしていることを認識していただき
たい。
　国際大会や大きな大会でなくても良いので、区の各
所で大会・練習・イベントを開催していただき、接す
る機会の増設をお願いしたい。
　出来れば授業の中でパラスポーツ観戦を取り入れて
たら更によいと考える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の
レガシー継承と、スポーツを通じた「共生社会」の実
現に向けて、様々なパラスポーツの体験会を実施する
とともに、スポーツイベントの中にパラスポーツが体
験できる場を設け、パラスポーツの普及・啓発を行っ
ています。
　授業の中でのパラスポーツ観戦については、区内の
全ての小中学校では、パラスポーツ体験を軸とした障
害者理解教育を行っています。学習ではパラスポーツ
体験のほか、選手との交流も行われており、子どもた
ちは選手の生き方から障害の有無に関係なく、夢や目
標に向けて努力することの大切さを学んでいます。体
験で実施しているパラスポーツの中には、パラスポー
ツ大会の観戦に子どもたちを招待してくださる団体も
あり、令和6年度も大会会場近くの区立小学校の子ども
たちが競技を観戦しました。

28
41

(42)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の　「⑵ パラスポーツの振興と理解促進」の「③
パラスポーツに関わる地域人材の育成・活用」
スポーツ協会としても普及活動に努め、運営側とし

て参加し協力していかなければならないと考える。
B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　パラスポーツの振興に当たっては、パラスポーツ団
体をはじめ、障害者団体、スポーツ関係団体等とも連
携・協働しながら進めていきます。
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29
41

(42)

第
4
章

　来年、デフリンピックが東京で開催されますが、区
スポーツ環境整備方針素案に掲載されていなくて非常
に残念。
オリンピック、パラリンピックと比べてデフリン

ピックの知名度がまだまだ低く、区民の人達に知って
欲しかった。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑵ パラスポーツの振興と理解促進」の「②
パラスポーツの魅力発信、普及啓発」に、「大規模な
国際大会（パラリンピックやデフリンピックなど）を
契機に、パラスポーツやニュースポーツの魅力を知る
機会を提供していきます。」と記載しています。
　今後も、デフリンピックやパラリンピックの開催の
機会を捉え、パラスポーツの魅力発信に取り組んでい
きます。

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　デフリンピック競技大会に関連したイベントについ
て、令和5年度には、四谷スポーツスクエアで卓球のデ
フリンピック選手を招き、トークショーや体験会を行
いました。令和6年度には、デフフットボール体験会を
開催し、デフフットサル選手・監督を招き競技の魅力
を体験できるプログラムを開催しました。加えて令和7
年度には、デフリンピックの気運醸成イベントの実施
を予定しています。
　また、新宿区社会福祉協議会内の視覚・聴覚障害者
交流コーナーでは、令和6年度にデフリンピック関連イ
ベントとして、デフリンピック選手による「かけっこ
教室」を西戸山中学校体育館で実施したほか、手話サ
ロンや入門手話教室、イベント等を通じ、区民が聴覚
障害者と交流することで、同大会を契機とした、聴覚
障害、手話言語への理解啓発を促進しています。
　教育委員会では、全小中学校で使用する区の障害者
理解教育推進教材にデフリンピックや聴覚障害に関す
る内容を取り上げており、令和6年度からは全ての学校
の障害者理解教育の中で活用しています。学習によっ
てデフリンピックに向けた気運醸成や聴覚障害に対す
る理解につながっています。また、令和6年度は、教員
を対象とした夏季集中研修にデフリンピアンを講師と
して招き、デフフットボールの体験会や講話を実施
し、障害者理解教育の充実につなげました。
　今後も、デフリンピックやパラリンピックの開催の
機会を捉え、パラスポーツの魅力発信に取り組んでい
きます。

第
4
章

41

(42)
B

　他の区ではデフリンピックのイベントを開催されて
いる所が多い。しかし、新宿区は何もやっていないの
は相当問題である。デフリンピックのイベントでは聞
こえない選手を招待し、トークショー、体験コー
ナー、簡単な手話を教える等を開催している。
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32
41

(42)

第
4
章

　現在、学校で子どもがボッチャをチームを組んで取
り組んでいるが、学校以外で取り組める環境がどこに
もない。
　地域センターなどで貸し出しをしてもらい、集まっ
て練習をできる場所が欲しい。

D

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　地域センターでは地域コミュニティ活動のため、
様々な物品を貸し出しており、ボッチャセットについ
て、四谷、牛込箪笥、若松地域センターで貸し出しを
行っています。
　なお、新宿コズミックスポーツセンターでは、生涯
学習活動を目的とした団体等を対象にボッチャセット
を無料で貸し出しています。また、四谷スポーツスク
エアでは、施設の附帯設備としてボッチャセットやレ
クリエーションボッチャシートの貸し出し、新宿ス
ポーツセンターでは、新たに1階ロビーでレクリエー
ションボッチャシートの無料開放を実施しています。

　障害の有無にかかわらず、誰もが一緒に楽しめるス
ポーツを推進してほしい。障害児者と健常者が一緒に
スポーツをすることで、障害に対する理解が広がり、
それが障害の有無に関わらずだれにとっても住みやす
い地域になると考える。
　具体例として、以下のとおり提案する。
　ボッチャコートの設置:
　ボッチャは障害児者と健常者が共に楽しめるスポー
ツである。区内の公園やスポーツセンターにボッチャ
コートを設置すると、多くの人々が参加しやすくな
る。
　ボッチャボールの設置:
　各学校や地域センターにボッチャボールを設置する
ことで、日常的に誰もが気軽にボッチャを楽しむこと
ができる環境を作っていただきたい。

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　各スポーツ施設等におけるボッチャコート、ボッ
チャボールの設置については以下のとおりです。今後
も、誰もが気軽にパラスポーツを楽しめるよう場や機
会の充実を図っていきます。

【スポーツ施設】
　新宿コズミックスポーツセンターでは、生涯学習活
動を目的とした団体等を対象にボッチャセットを無料
で貸し出しています。また、四谷スポーツスクエアで
は、施設の附帯設備としてボッチャセットやレクリ
エーションボッチャシートの貸し出し、新宿スポーツ
センターでは、新たに1階ロビーでレクリエーション
ボッチャシートの無料開放を実施しています。
【公園】
　区立公園では、他の公園利用者に配慮しながらボッ
チャを行うことができるため、ボッチャ専用コートを
設置することは考えていません。
【地域センター】
　地域センターでは地域コミュニティ活動のため、
様々な物品を貸し出しており、ボッチャセットについ
ては、四谷、牛込箪笥、若松地域センターで貸し出し
を行っています。
【学校】
　区立学校では、障害者スポーツ体験を軸とした障害
者理解教育を展開しており、ボッチャを実施している
学校が複数あります。ボッチャを体験していない学校
の中にも、ボッチャセットを購入し、クラブ活動等で
活用している学校があります。また、区立幼稚園で
は、親子でボッチャ体験を行っています。

D
第
4
章

41

(42)
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34
41

(42)

第
4
章

　「基本施策２ 障害者がスポーツに親しめる環境づく
り」の「⑵ パラスポーツの振興と理解促進」の「②
パラスポーツの魅力発信、普及啓発」に「アダプテッ
ドスポーツの普及・啓発に努めます。」を加える。
　「※アダプテッドスポーツとは、性別や年齢、体
力、障害の有無などに関わらず、誰もが参加して楽し
めるようにルールや用具を工夫したスポーツの総称」
を欄外に言葉の解説として加える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　本方針において、「障害の特性に応じてクラス分け
やルールを変更したり、用具や補助者により障害を補
う工夫や配慮を加えて適合させた競技種目だけでな
く、障害のある人の健康づくりを目的としたウォーキ
ングや体操、楽しみを目的としたレクリエーションな
どの身体活動全般」を「パラスポーツ」と定義してい
ます（「第１章 方針の考え方・基本理念」の「⑵ 本
方針におけるスポーツの定義」）。パラスポーツは全
ての人々が楽しむことができるユニバーサルなスポー
ツであり、その点において「アダプテッドスポーツ」
と同様であると考えます。
　また、本方針は、個々の目的やレベル等に応じて、
誰もが生涯を通じて多様なスポーツに親しめる環境の
整備を目的としていることから、「⑵ パラスポーツの
振興と理解促進」では、パラリンピックで行われるよ
うな競技性のあるものに限らず、誰もが参加でき楽し
めるよう工夫されたスポーツや、障害のある人やない
人の交流を目的としたスポーツの振興と理解促進にも
取り組んでいきます。

第
4
章

41

(42)

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　地域センターでは地域コミュニティ活動のため、
様々な物品を貸し出しており、ボッチャセットについ
ては、四谷、牛込箪笥、若松地域センターで貸し出し
を行っています。
　なお、新宿コズミックスポーツセンターでは、生涯
学習活動を目的とした団体等を対象にボッチャセット
を無料で貸し出しています。また、四谷スポーツスク
エアでは、施設の附帯設備としてボッチャセットやレ
クリエーションボッチャシートの貸し出し、新宿ス
ポーツセンターでは、新たに1階ロビーでレクリエー
ションボッチャシートの無料開放を実施しています。

D

　区のコミュニティスポーツ大会でも行われている
が、私の周辺では特に「ボッチャ」の取組が盛んに行
われている。
　様々な自治体でも大会を開催しており、ある区では
ボッチャ専用コートを作ったり、スクールを開設した
りなど、自治体を挙げて盛んに取り組まれている地域
もある。
　ボッチャは、身体障がい者の方のためのスポーツと
して誕生した。競技自体はとてもシンプルで、障がい
者の方はもちろんのこと、高齢者も子どもも関係な
く、あらゆる世代の方々が、共に取り組むことができ
る競技である。チーム戦の場合は、年齢・性別・障が
いに関係なく、コミュニケーションを取りながら、ま
た、思考力を使いながら行うことが出来る。体験も気
軽に出来、親睦大会などもよく開催されている。その
ため、区が目指すあらゆる方針に十分に適合している
競技の一つと思う。
　しかし、競技にふれて、健康のため、また、様々な
方とコミュニケーションをとるために、実際にボッ
チャを続けてみようとすると、そこに難問が発生す
る。それは用具がとても高いことである。ボッチャは
試合を行うのに最低でも13球のボールが必要で、加え
て審判用具も必要となる。試合として成立させていく
には、ある程度の質のボールが必要である（レクリ
エーション用は使い勝手が悪くて、残念ながら試合が
成り立たない）。そのボールは、1球1万円～2万円す
る。また、ボール自体は軽いものではなく、セットを
持ち歩きするのは結構な力が必要である。個人が準備
するにはかなりハードルが高い。
　新宿では、多くの地域センター等もあり、地域の
様々な方々が利用している。施設運営に支障を来たさ
ない範囲で、ボッチャ用具（ボッチャボールの用途
は、野球のように投げたり、サッカーのように蹴った
りするものではない）など、個人が用意するにはハー
ドルが高いような用具が常備されていたら、より一
層、健康のためのスポーツや、コミュニティ形成の機
会の提供につながるのではないか。

33
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　方針素案の「第３章 課題と対応」の「⑵ 課題と対
応」の「スポーツを支える活動からみえた課題」の1つ
目の「スポーツを支える活動への関心喚起・担い手づ
くりが必要」との課題認識に対して、「新宿区らし
さ」の観点からの課題解決策として、個人の区民(在住
者)だけではなく、法人(在勤者・在学者)を巻き込むこ
とが重要かつ有効であると考えるが、その視点が整備
方針から伝わってこないことは遺憾である。

　区から出されている「新宿の産業振興施策の実施状
況(令和5年度)」によると、区内の事業所数は33,094と
港・千代田・中央・渋谷に次ぐ都区部で5位であり、従
業者数は678,632と渋谷を上回る4位となっている。そ
の観点からそれぞれの区のスポーツ振興の取組方針を
調べてみると、港区(スポーツ推進計画)：「身近な場
所でスポーツ活動が実施できるよう、既存施設の有効
活用や区内大学・企業等との連携により、スポーツ活
動の場の拡大に取り組みます。」、千代田区(スポーツ
振興基本計画)：「大学・私立学校・民間企業との連携
強化(企業が所有するビル等の公開空地や郊外施設の有
効活用について検討していきます)」、中央区(スポー
ツ推進ビジョン)：「地域スポーツの推進など、スポー
ツを通じた地域貢献を望む民間事業者との連携を加速
するため、民間事業者が参画しやすい仕組みづくりに
取り組みます。」、渋谷区(スポーツ推進計画・素
案)：「渋谷区を拠点に活動するスポーツチームや関連
団体、大学、民間企業等と連携・協働し、スポーツへ
の関心喚起、参画機会の拡充を図っていきます。」
が、掲げられている。また、隣接する中野区では、区
立総合体育館のネーミングライツを区内に本店を置く
飲料メーカーと契約(令和4年度末をもって終了)するな
どの事例もある。その一方で区の方針には、他の区に
あるような「企業・民間事業者」の文言が見当たらな
い。

スポーツ振興に限らず、都心では地価や物価などの
生活環境の課題から若年層の定住・地域活動への参加
が見込みにくく、高齢者層の占める比率が年々大きく
なることに伴い地域コミュニティ活性化の担い手不足
は今後さらに深刻化することが想定される。
　一方で、民間企業には社会的課題解決への取組み、
地域社会貢献、健康経営などの公共性に目を向け、自
治体との連携を模索する動きもある。
　担い手不足を解消するために、区内在住者とともに
在勤者・在学者の機動的な起用を検討すべき。例え
ば、区と包括連携協定を締結している企業の社員や大
学の学生に、スポーツボランティアへの参加の機会を
計画的・継続的に創出するための評価制度や単位制度
などの参加者へのインセンティブを設けてもらい、区
としては担い手不足の解消の一助に、企業や大学に
とってはCSRの一環として、相互にWIN/WINの関係に立
てるような仕組みが考えられる。

　また施設整備についても区立施設であることが望ま
しいものの、予算や用地確保の制約、拡大の見通せな
い人口構成の中で自前のハコモノにこだわらず民間の
遊休施設(土日休の不稼働スペースを含む)を登録して
借り上げて(シェアリングを含む)柔軟に運用する仕組
みも考えられる。
 区立スポーツ施設へのネーミングライツや冠スポーツ
大会、スポーツイベントへの協賛も、区が一定のガイ
ドラインを示したうえで積極的に採り入れてみるの
も、区民のスポーツ参加意識向上の一助となるかもし
れない。

　そのような観点から、今後の議論において、法人の
集積度というポテンシャルの高さを活かした「新宿ら
しい」スポーツコミュニティ振興施策の充実に期待を
寄せております。

A

　ご意見を踏まえて、方針素案を修正します。
　本方針における、民間事業者等との連携・協働につ
いては以下①、②のとおり記載しており、ご提案の
あった事項は以下③、④のとおり取り組んでいます
が、更に公民連携を推進するため、「基本施策３ ス
ポーツ活動を支える団体の育成と担い手づくり」に
「⑶ スポーツ分野における公民連携（民間活力）の推
進」(方針P46)を追記します。
　また、「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機
能の充実」の「⑷ 地域における各種施設の活用・連
携」の「① 地域資源を活用したスポーツの場の充実」
（方針P51）に「事業者や大学等が保有する施設の利
用」を追記します。

① 本方針における「企業・民間事業者」との連携につ
いて
　本方針の対象は、「第１章 方針の考え方・基本理
念」の「⑶ 方針の対象」（方針P3）で「スポーツ環境
を享受する対象は、原則として、区内に住所を有する
者、並びに区内で働く者、学ぶ者、活動する者及び活
動する団体」としており、ご指摘の民間事業者や在勤
者も含みます。
　また、「⑸ 環境整備の基本的な視点」の「連携・協
働」（方針P5）では、「区の関連部署をはじめ、大
学・企業等と連携した環境整備をより一層推進してい
きます。」としており、第4章に記載の主な取組の内容
を示す際に、該当する視点をロゴを用いて示していま
す。
　加えて、「第5章 推進体制」の「⑵ 各主体の役割・
責務」（方針P57）の「事業者」において区内で事業活
動を行う企業・商店・病院等の法人や個人事業者、民
間スポーツクラブ、大学などの教育機関の主な役割・
責務を記載しています。

② 在勤者・在学者の機動的な起用について
　「基本施策３ スポーツ活動を支える団体の育成と担
い手づくり」の「⑴ スポーツ活動を支える人材の育
成・活用」（方針P45）の対象には在学・在勤者も含ま
れます。広くスポーツ活動を支える人材の育成・活用
に取り組んでいきます。

③ 民間の遊休施設の活用について
　区では企業や大学のスポーツ施設である江戸川河川
敷グラウンド（埼玉県三郷市）や上智大学真田堀運動
場を借り上げ、区民の利用できる環境を整えていま
す。今後も、企業や大学の保有する施設の利用に向け
て取り組んでいきます。

④ スポーツ施設へのネーミングライツや冠スポーツ大
会、スポーツイベントへの協賛について
ネーミングライツについては、ネーミングライツの

基本的事項、導入の判断基準、契約期間及び命名条件
などを整理したガイドラインの策定を行い、スポーツ
施設を含む区有施設等におけるネーミングライツの導
入に向けて検討を進めています。また、スポーツイベ
ントへの協賛については、「新宿シティハーフマラソ
ン・区民健康マラソン」で、企業等または個人から協
賛金等を募って大会を運営しています。

43
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　ご意見として伺います。
　区では、区スポーツ協会に対する運営資金の援助は
考えておりませんが、区スポーツ協会が引き続き地域
におけるスポーツ振興の中心的存在として、区民がス
ポーツに親しむ場や機会の提供、各種目の指導者育成
等に取り組んでいただけるように、施設の優先貸し出
しや利用料金の減額、広報周知活動などの支援を行っ
てまいります。

E

　「基本施策３ スポーツ活動を支える団体の育成と担
い手づくり」の「⑵ 公益的なスポーツ関係団体の活動
支援」の「① スポーツ関連団体の活動支援」
　確かに、スポーツ協会に加盟している団体は「施設
の優先予約・減免措置」「区民総合体育大会資金援
助」等の支援を受けている。
　ただ、「新宿区スポーツ協会」には財団による事務
支援等が主であり、区からの直接支援はあまり行われ
ていない。
　特に協会への資金援助はいただいていない。そのた
め、会議や打合せに係る会場費・交通費は全て会費と
して徴収した中から支出している。区や都事業に出席
する交通費も自らの会費であり、謝金（日当）を出す
ことはまったくできない。
※11月9日のレクリエーションフォーラムへも自費で

参加
　合同新年会や様々な式典に出席するのも一部を除い
て支出はされず、出席者支払いである。役員の謝金（1
日3,000円程度でも）を支払いたいが、現状は絶対に無
理である。
　このような状況下のため、人材の維持や増やしてい
くことは難しい状況にある。区からスポーツ協会に直
接、交通費や謝金が支払える程度の資金、及び加盟団
体への運営資金補助が出来る金銭援助があると非常に
助かる。強く・強く切望している。

44

(45)

第
4
章

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツ協会をはじめとしたスポーツ関係団体の人

材不足、高齢化については課題であると認識していま
す。
　区では、新宿未来創造財団を通じて、区スポーツ協
会加盟団体と連携して定期的なスポーツ教室や活動機
会を提供しており、区民の参加を契機に協会加盟者の
増加を図っています。
　また、新宿未来創造財団のウェブサイトでスポーツ
協会加盟団体の紹介を行うほか、スポーツ協会・レク
リエーション協会の加盟団体が行う「指導者養成事
業」に対する助成を行い、次世代の指導者育成に向け
た支援を行っています。
　今後も、地域のスポーツ団体が持続的に活動ができ
るよう、スポーツ活動を支える人材の発掘と育成に取
り組んでいきます。

B

　「基本施策３ スポーツ活動を支える団体の育成と担
い手づくり」の「⑴ スポーツ活動を支える人材の育
成・活用」の「① スポーツを支える人材の発掘・育
成」
　現在スポーツ協会では協会運営をしてくれる人材
や、各加盟団体の運営をしてくれる人材（役員）が不
足し、高齢化している。大会には参加するが運営に携
わってくれる方はいない。
　理由として、運営は当日だけでなく打合せ・準備も
含まれる。打合せは平日夜間が主で、多くの時間を費
やさなければならない。大会開催は主に土・日曜日の
休日。早朝より終日。しかも手当が出るのはごくごく
一部の団体・大会のみで、ほぼ全ての団体は昼食弁当
のみ。交通費が出る団体はあるが、謝金が出る団体は
ほぼない。無償ボランティアである。高齢者なら多少
融通は利くが、30才代～50才代は仕事や家庭の関係で
難しい。
　また、自分達の競技団体の運営は行うが、協会自体
の運営までは手を貸してくれない。人材の紹介はス
ポーツ推進委員協議会やレクリエーション協会へは
行っているとは思うが、我々競技団体は自らが人材の
発掘・育成を行っているのが現状である。

第
4
章

45

(46)
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39
48

(49)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑵ 気軽にスポーツを楽しめる都市環境の整
備」の「② 安全で快適な公園づくり」
　新宿中央公園や戸山公園箱根山地区多目的運動広場
に、子供達が自由にボールや器具を使い大きな声で仲
間と活動し、遊びを創出できるような環境を数多く
作っていただきたい。
　特に近所の児童公園を昔のように「子供の遊び場」
になり、公園で野球をする、サッカーをする、ドッジ
ボールにバドミントン等が出来る場所にして欲しい。
　現在は老人の憩いの場、散歩をする場、昼食をとる
場、子供達はラインや携帯ゲームをする場になってい
る様に思う。休日でさえ子供達同士で遊んでいる姿を
見ることはない。一部の利用者や近隣の方から「危な
い」「うるさい」との申し出があり、その対応のため
に規制をしているとは思うが、本来の児童公園の目的
を再検討すべき。
　時間や場所の制限はあっても、昔の様に「遊べる」
児童公園を提供できればと考える。子供達のために、
区民のために何が必要であるかを改めて考える必要が
あると思う。

E

　ご意見として伺います。
　戸山公園多目的運動広場は、小学生等の野球・ソフ
トボール・サッカーの団体利用として開放しており、
平日（水曜日を除く）の午後の時間帯や団体利用がな
い時間帯については個人開放しています。
　新宿中央公園については、公園北側のスポーツコー
ナーや南側の多目的運動広場でバット等の使用を除き
球技の利用ができます。このほか、スケートボードを
行える広場や大型遊具、フットサルコートなども備え
ており、様々な遊び、スポーツに対応しています。今
後も利用者のニーズを捉えながら、施設の更新を検討
していきます。
　住宅地に隣接した小規模な公園では、地域の方々の
屋外におけるスポーツのほか休息や鑑賞、遊戯、その
他レクリエーションなど様々に利用されており、利用
者の安全性や近隣居住者への迷惑防止の観点から球技
利用を禁止しています。

40
49

(50)

第
4
章

　個々の施設整備は毎年の様に見直さなければなりま
せん。特にその利用方法や利用頻度により、見直しを
余儀なくされてしまう。限られた施設をより利用しや
すい状況にすることは大変な労力だとは思うが、必要
なことと考える。
コズミックセンターやスポーツセンターも築年数が

経ち、老朽化している場所もある。
　利用者には不便を掛けるが、順次整備・改修をお願
いする。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　誰もが安全で快適にスポーツ施設を利用できるよ
う、施設の修繕や改修を進めるとともに、ユニバーサ
ルデザインに基づいた附帯設備等の整備・充実を図っ
ていきます。
　なお、令和7年度は「新宿区スポーツ施設整備基金」
を活用し、新宿コズミックスポーツセンター大体育室
床面等改修工事、落合中央公園野球場夜間照明LED化等
工事を実施する予定です。

41
49

(50)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑶ 誰もが使いやすく多様なニーズに対応した
整備・運営」の「① 誰もが使いやすい施設の整備と計
画的な維持管理」に「野球場の利用料について利用し
やすいように値下げを検討します。」を加える。 E

　ご意見として伺います。
　野球場等の施設利用料等は、行政サービスにおける
受益と負担の公平性確保の原則に基づく、「受益者負
担」の考え方により設定しています。

　ご意見として伺います。
　区民健康村（グリーンヒル八ヶ岳）は、「新宿区公
共施設等総合総合管理計画」において、将来的に区有
施設は廃止し、大規模な改修や建替えの時期に合わ
せ、民間サービスへ移行することとしています。
　このため、学校棟の建設は考えておりません。

E

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」
　是非、グリーンヒル八ヶ岳に「学校棟」を建設して
ほしい。女神湖には学校棟があり、多くの子供達が利
用できるが、「グラウンド」がない。市営グランドを
別途で借りなければいけない。また、鉄道駅から宿泊
所までアクセスが悪く、貸切バスや自家用車でなけれ
ば利用することはできない。その点、グリーンヒル
八ヶ岳にはグラウンド・テニスコート・体育館・プー
ル・アスレティックジム、その他が併設されており、
スポーツ施設が充実している。駅からも遠くないた
め、送迎バスやタクシーでも利用することが出来る。
現在は年配者やご家族には人気で利用率は高いが、ス
ポーツ施設はほとんど利用されていない。逆に、ジュ
ニアチームやスポーツ団体が利用したくとも、収容人
数に限りがあり大勢での予約が取れない状況にある。
　そこで、女神湖の様に学校棟を建設してくれると、
施設の利用頻度も上がり、多くのスポーツ団体が利用
することが出来る。野外活動やバーべキュウも出来る
ため、子供達のためにもなると考える。小・中学校の
課外授業にも利用可能である。是非、検討をお願いし
たい。

第
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42
49

(50)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑶ 誰もが使いやすく多様なニーズに対応した
整備・運営」の「① 誰もが使いやすい施設の整備と計
画的な維持管理」に「区有施設については、利用者の
要望を聞き、改善に努めます。」を加える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　「多様な利用者ニーズに対応した」と記載してお
り、施設の改修に当たっては、施設利用者アンケート
や利用団体の要望を踏まえて、具体的な改修内容を検
討していきます。

43
49

(50)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑶ 誰もが使いやすく多様なニーズに対応した
整備・運営」の「① 誰もが使いやすい施設の整備と計
画的な維持管理」に「スケートボードや３オン３など
のストリートゲームができる広場の確保を進めま
す。」を加える。

E

　ご意見として伺います。
　区内には、活用可能な土地や施設が限られているた
め、現時点で、特定の競技スポーツを対象とした施設
の整備は困難な状況です。
　なお、新宿コズミックスポーツセンターでは、様々
なアーバンスポーツが体験できるイベントを開催して
おり、今後も、多様なスポーツの魅力を感じてもらう
機会を提供していきます。

44
49

(50)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑶ 誰もが使いやすく多様なニーズに対応した
整備・運営」の「① 誰もが使いやすい施設の整備と計
画的な維持管理」に「神宮外苑の再開発では、区民に
親しまれ、利用されてきた草野球場やフットサル場な
どの市民スポーツ施設がなくなります。計画の中止、
見直しを求めます。」を入れる。

E

　ご意見として伺います。
　平成30年に都が策定した「東京2020大会後の神宮外
苑地区のまちづくり指針」では、「誰もがスポーツに
親しめる環境を備えたスポーツ拠点の形成に向けて、
スポーツ環境の形成を図る」としています。そのた
め、神宮外苑再開発では、上記指針に基づき、誰もが
多目的に利用できる中央広場や屋上広場、屋内球技場
など、スポーツが身近に感じられる施設整備が計画さ
れています。

45
49

(50)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑶ 誰もが使いやすく多様なニーズに対応した
整備・運営」の「② スポーツ施設の利便性向上」に
「西戸山公園野球場、落合中央公園野球場などのス
ポーツ施設を利用者の要望に応じて改修していきま
す。」を入れる。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　「① 誰もが使いやすい施設の整備と計画的な維持管
理」に「多様な利用者ニーズに対応した」と記載して
おり、施設の改修に当たっては、施設利用者アンケー
トや利用団体の要望を踏まえて、具体的な改修内容を
検討していきます。

46
50

(51)

第
4
章

　「基本施策４ 多様な利用者に配慮した施設機能の充
実」の「⑷ 地域資源を活かした各種施設の活用・連
携」
　現在グラウンドや体育館の利用が満足できるほど確
保できていない。毎年、日程調整会議では多くの方が
悩みを抱えている。これは利用施設や利用枠が少ない
ことによるものと思われる。ただ、そうは言っても新
規グラウンドや体育館を造ることは難しいと思う。
　区では小・中学校や都立高校施設の利用も積極的に
行っているが、都の様に企業や大学のグラウンドや体
育館を利用させていただくのも一案かもしれない。区
の管理下でないため難しいと思うが、検討してほし
い。

D

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　区では、企業や大学のスポーツ施設である江戸川河
川敷グラウンド（埼玉県三郷市）や上智大学真田堀運
動場を借り上げ、区民が利用できる環境を整えていま
す。今後も、企業や大学の保有する施設の利用に向け
て取り組んでいきます。

47
50

(51)

第
4
章

　学校施設開放は非常に有益な制度だが、予約が取り
にくい現状がある。多くの方が公平に利用できるよう
に、予約システムの改善を図っていただきたい。例え
ば、オンライン予約システムの見直しや、利用回数の
制限などを検討してほしい。 E

　ご意見として伺います。
　学校施設開放のインターネット方式（校庭・体育館
等）では、1団体につき1日2枠までの制限を設けていま
す。また、校庭開放については、一部日程を抽選で受
け付けております。引き続き、利用者のニーズを捉え
ながら、予約方法について検討していきます。
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49
50

(51)

第
4
章

　区の屋内施設は一地域に集中しており、居住地から
利用するのに大変不便。普段スポーツをする習慣のな
い者が始めようと思うなら、やはりレッスンとかが始
めやすい。水泳をやりたいと思い調べたが、屋内施設
に行くのにとても不便なこともあって躊躇してしま
う。
　例えば、行きやすい隣区の施設を新宿区民でも同じ
ように利用出来ればと常々思っている。区をまたいで
協力するような施策を考えることは出来ないのか検討
してほしい。

D

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　区では、隣接する千代田区とは外濠公園グラウンド
で、中野区とは妙正寺川公園運動広場で、相互利用を
行っています。
　また、スポーツ施設の充実を図るとともに、地域セ
ンターや公園施設、生涯学習館においても、運動やス
ポーツに親しんでいただけるよう工夫しています。
　さらに、学校施設についても、教育活動に支障のな
い範囲で、施設を開放しています。
　今後も既存施設や学校施設などをより効果的に活用
して、日常的に気軽に体を動かせる場を提供していき
ます。

50
52

(53)

第
4
章

　「基本施策５ スポーツによるにぎわい・交流の創
出」の「⑴ 交流の場や機会の充実によるコミュニティ
の醸成」の「② スポーツを通した交流の促進」
スポーツ関連団体と各組織の連携は非常に重要だと

考えている。お互いにその組織の「成り立ち」・「主
な活動」・「組織としての役割」等を知ることによ
り、今後の連携事業を上手く進めることが出来ると考
える。相互理解無くして連携は組めないと考える。
スポーツ協会も今後出来る限り各団体と連携を図

り、協力・協働し事業を行いたいと考える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
スポーツ関連団体や地域で活動する多様な団体が、

スポーツを通して連携・協働するための仕組みづくり
を進めるとともに、各主体が尊重し、互いに認め合う
ことによって、活動場所のシェア、人材の交流、イベ
ントの共同開催等が活発に展開できるよう取り組んで
いきます。

51
53

(54)

第
4
章

　「基本施策５ スポーツによるにぎわい・交流の創
出」の「⑵ 新宿にゆかりのあるアスリートやスポーツ
チームとの連携強化」の「②アスリート・スポーツ
チームを支える取組の推進」
トップアスリートの試合（高いレベル競技）を観る

ことは区民によい影響を与えると思う。試合（大会）
への招待、割引を行い観戦する。更にはボランティア
として参加が出来るようになれば、更に身近なものに
感じることが出来る。
スポーツを「みる」から「ささえる」・「する」に

繋がっていく良い機会だと考える。

B

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と同じです。
　新宿未来創造財団では、試合観戦事業として野球・
サッカーの観戦・優待を行い、プロスポーツの観戦機
会を提供しています。

　ご意見として伺います。
　運営委員会では平等な方法で各団体の使用日を決め
るよう調整を行っていますが、一部の学校では既に多
数の団体が登録しており、新規の団体が利用しにくい
状況があることは課題として認識しております。団体
登録手続の期間を含め、新規の団体がより利用しやす
い仕組みを研究・検討していきます。
インターネット方式の利用申請日については、管理

人の配置調整の都合上、利用希望月の前月の5日から18
日に設定していますが、申請期間の延長など、利便性
向上に向けて検討していきます。
　個人開放については、地域に応じて実施校・種目に
ついて定めており、今後も利用者のニーズを捉えなが
ら検討していきます。E

　私共の地域には、コズミックセンターやスポーツセ
ンターのような室内スポーツ施設が近くない。
そのため、小中学校の体育館の利用を考えたことが

あるが、利用方法が煩雑で制限があり、結局断念した
ことがある。
　特に「運営委員会方式」は、毎月の運営委員会に必
ず参加しなければならず、既存団体がほぼ同じ曜日の
同じ時間を利用しているため、新規参入は正直困難で
ある。また、団体登録手続の完了までに２か月かか
り、仮に認められても運営委員会に参加してさらに２
か月先に初めて借りられる。そのため、新しくスポー
ツをみんなで始めたいと思っても、かなりハードルが
高く感じる。
　「インターネット方式」もあるが、こちらも、学校
施設開放については、利用希望月の前月の5日から18日
との制限がある。
　それでは、せめて家族で学校体育館を利用できない
かと「個人利用」を考えてみても、使用して良い種目
は限定され、また、利用できる学校も限られていた。
　地域との関係性や安全面なども考慮しながら、なか
なか困難かと思うが、もう少し時代に合わせて、簡便
に、公平に、気軽にスポーツ施設としての学校施設等
の利用が可能となれば良いなと感じた。

第
4
章

50

(51)
48
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番
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対
応

区の考え方

52
56

(56)

第
5
章

　新宿区スポーツ環境会議委員について聞こえない者
も加わった方が良いと思う。

E

　ご意見として伺います。
　新宿区スポーツ環境会議では、新宿区障害者団体連
絡協議会の代表者の方にご出席いただき、障害者のス
ポーツ環境についてのご意見をいただいています。
　なお、障害者向けの運動教室の企画、運営に際して
は、社会福祉法人新宿区障害者福祉協会、新宿区障害
者福祉事業所等ネットワークの方に様々なアドバイス
をいただきながら、事業を進めてきました。

53
60

(60)

参
考
資
料

　「⑴ 区のスポーツ環境を支える関連団体等」の「一
般社団法人新宿区スポーツ協会」に以下を追記する。
　区民のスポーツ振興を図りスポーツ精神を涵養する
ことを目的に、「区民スポーツ大会」「スポーツ教
室・講習会」の運営、「都民スポーツ大会」等の上部
団体への選手派遣、ジュニア育成事業やシニア振興事
業、指導者の発掘と育成、スポーツイベントへのス
タッフ・ボランティア派遣など、様々な活動を実施し
ています。

A

　ご意見を踏まえて、方針素案を修正します。
　「区民のスポーツ振興を図りスポーツ精神を涵養す
ることを目的に、区民スポーツ大会、スポーツ教室・
講習会の運営、都民スポーツ大会等の上部団体への選
手派遣、ジュニア育成事業やシニアスポーツ振興事
業、指導者の発掘と育成、スポーツイベントへのス
タッフ・ボランティアの派遣など、様々な活動を実施
しています。」と修正します。

54 ー
そ
の
他

　PLANの次は「DO」なので、誰がどの部分の内容をど
の対象に対して、どのように展開して目標に近づける
かと、一定期間の実施、実行、実績に対して、誰がど
のように達成度合を評価して、どうやって次につなげ
ていくかというレベルまで考えていただきたい。

E

　ご意見として伺います。
　本方針では各施策の成果指標を掲げていませんが、
「新宿区実行計画」において「スポーツ実施率（区政
モニターアンケートにおいて、「週1回以上スポーツや
運動を行っている」と回答した区民の割合）」を指標
として掲げています。
　なお、各事業を実施するに当たっては、施策や事業
の適切な評価及び進行管理を行うことにより、効果
的・効率的な区政運営につなげるとともに、区政運営
について区民への説明責任を果たすことを目的とし
て、「計画」「実行」「評価」「見直し」といった
PDCAサイクルに基づく行政評価を実施しています。

55 ー
そ
の
他

　来たる11月25日、デフフットボール体験が開催され
るが、区報、レガス新聞に掲載されていない。本来は
掲載すべき。HPだけではなく、区報、レガス新聞に掲
載して欲しい。特に高齢の聞こえない者はパソコンを
持っていない人が結構多い。

D

　ご意見は、今後の取組の参考とします。
　11月25日に開催したデフフットボール体験会につい
ては、10月25日号の広報しんじゅくに掲載し、そのほ
か、区立施設へのチラシの配架、SNSでの発信を行いま
した。
　今後は、Oh!レガスへの掲載も含め、より広く周知が
行えるよう、イベントの周知について検討していきま
す。
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３ 新宿区スポーツ環境整備方針（素案）に関する 

地域説明会における意見・質問要旨と回答要旨 

 新宿区スポーツ環境整備方針（素案）に関する地域説明会でいただいた意見及び回答要

旨をまとめています。 

《記載内容は、以下の項目を設け整理しています。》 

項  目 説   明 

【素案頁】 
ご意見の内容が該当する素案のページを示しています。 

また、括弧内に方針書のページを示しています。 

【章番号】 ご意見の内容が該当する素案の章番号を示しています。 

【意見要旨】 

基本的には、発言のまま記載していますが、内容が重複する

部分などの要約や、口語体から文語体に修正している場合が

あります。 

【回答要旨】 

基本的には、発言のまま記載していますが、口語体から文語

体に修正している場合があります。 

なお、方針への反映等については、A～Gで示しています。

A～Gの分類については、地域説明会実施結果概要（P.2）を

ご確認ください。 
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№
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頁

章
番
号

意見要旨
対
応

回答要旨

1 ー
全
体

　内容はすごくよくできていて、これをどう捉えて、
どうみんなに分かっていただくか、せっかくいいもの
であっても、宝の持ち腐れだったらつまらないと思う
ので、この資料を各団体に周知したい。みんながこれ
を共有して、しっかり伝えていきたいと思う。

E

　方針を改定して終わりではなく、区民の皆さまに手
にとってもらわなければいけない。この中身が浸透し
ていくように、我々も工夫していきたいと考えていま
す。

2 ー
全
体

　各スポーツ団体も人材確保というのが非常に難しい
ところがあり、我々自身も人材確保と育成に非常に悩
んでいる。我々としては、どういうふうにやったらい
いのか、新宿区と打ち合わせしながら進めていかなけ
ればとあらためて思った。
　目標や指標は記載していないということだが、我々
とすると、方向性は出たものの、実際どうやったら人
が集まるとか、どうやったらコミュニケーションを取
れるか、そこを突き詰めていく必要性もあると思うの
で、今後、そういったことも打ち合わせできないかな
と考えている。

E

　目標値を掲げている方針ではありませんが、スポー
ツ実施率の向上に向けて取り組んでいきたいと考えて
います。
　方針では、競技性がないものもスポーツの定義に入
りますが、もちろん競技性のあるものについても技術
を高めていくことも重要と思っています。
　また、週1回のスポーツ実施率の数値については、別
に実行計画というものがあり、その実行計画の中で指
標を設定しています。今後、58.5%という数字を60%、
70%に引き上げていくことが、まずは大きな目標と考え
ています。

【補足】
　新宿未来創造財団を通じて、区スポーツ協会加盟団
体と連携して定期的なスポーツ教室や活動機会を提供
しており、区民の参加を契機に協会加盟者の増加を
図っています。
　また、新宿未来創造財団のウェブサイトでスポーツ
協会加盟団体の紹介を行うほか、スポーツ協会・レク
リエーション協会の加盟団体が行う「指導者養成事
業」に対する助成を行い、次世代の指導者育成に向け
た支援を行っています。

3
44

(45)

第
4
章

　次の指導者の育成は大変難しい話であり、連盟参加
の年齢層もどんどん変わってきている。今や、70から
80代の選手がたくさんいて、若手のグループの理事よ
りもそちらが増えつつある。グループの中でリーダー
をどうやって変えていくか、悩みつつやっている。次
の世代へのバトンタッチは、よく言われることだが、
具体的にどうしたらいいかというようなことも何か示
されると、現在の指導者の参考になると思う。
　一番の大きな問題は、底辺の質が高まること、次の
リーダーをどうやって育てるかということは、自分た
ちの課題と考えている。

E

　指導者不足や指導者の育成は非常に重要な課題であ
ると思っており、様々なところに関わってきますが、
素案の33ページに「子どものスポーツを支える環境の
充実」という取組があり、興味関心につながる指導者
の育成ということで、次の世代につなげていくという
のも重要であると考えます。
　そういったノウハウを行政が持っているわけではな
いので、まずは各団体の取組について、区で周知、協
力をさせていただいて、その競技人口を増やすこと、
競技の楽しさや、その魅力を伝えていく、そういった
情報発信もこれから行っていきたいと考えています。
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